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６月 15 日（月）、不審者の侵入を想定した避難訓練を行いました。当日は、福山西警

察署及び山手交番の警察官の方にお越しいただき、実際に不審者と警察官の役を務めてい

ただきました。不審者と教職員の緊迫した対応が約 20分間という長い時間に及びました

が、演技とは思えないほどの迫力と緊張感があり、教職員にとっても改めて危機対応の難

しさや重要性を実感する機会となりました。対応に当たった教職員は、こどもたちの安全

を第一に考えながら、不審者への対応や連携に懸命に取り組みました。こどもたちは施錠

された教室の中で、先生たちの指示に従い、静かに落ち着いて待機するなど、自分の命、

友達の命を守るために真剣に訓練に取り組みました。 

訓練終了後には、警察官の方からオンラインでお話を伺いました。命を守るために大切

なことや、不審な人を見かけた際の行動について分かりやすく教えていただき、こどもた

ちにとって大変貴重な学びの機会となりました。 

今後も、家庭や警察、地域のみなさまとの連携を大切にしながら、こどもたちが安心し

て学ぶことのできる学校づくりに努めてまいります。 

先生たちも真

剣に対応して

います。 

【安全を守るために３つの大切なこと】 

① 先生たちの指示をしっかり聞いて行動しましょう。 

② 静かに待つなど、静かに行動しましょう。 

③ 周りの様子をしっかり確認しましょう。 

【犯罪の被害にあわないための大切な合言葉】 

いかのおおすしを守りましょう。 

いか（行かない）……知らない人について行かない。 

の（乗らない）………知らない人の車に乗らない。 

お（大声を出す）……危険状況になったら大きな声で助けを呼ぶ。 

す（すぐに逃げる）…危険を感じたらすぐ逃げる。 

し（知らせる）………危険な状況を大人や警察に知らせる。 

 

 

駆けつけた警

察官も一緒に

対応中。 


